
2020年7月以降の競技会開催実態調査まとめ
～新型コロナウイルス感染拡大による2021年11月までの競技会自粛再開後～

〔2022年1月12日回答時点〕

１



調査対象競技会：2021年4月1日～10月31日までの競技会

〔調査対象団体〕
日本陸上競技連盟
日本陸上競技連盟加盟団体
日本陸上競技連盟協力団体
協力団体

〔回答数〕
48団体

競技場での競技会

開催競技会数 1,890大会

上記のうち無観客対応の競技会数 1,452大会

競技会参加競技者数（延べ人数） 1,068,843名

競技会参加大会役員・審判等数（延べ人数） 191,769名

競技会終了後2週間以内の新型コロナウイルス感染者の報告の有無 7件（7名）

ロードレース開催の有無

開催していない（もともと予定されていなかった） 4団体

開催していない（開催予定であったが中止となった） 20団体

開催した 17団体

新型コロナウイルス感染症対策ガイダンス・ガイドライン等の策定の有無

国や日本陸連のガイダンスをもとに加盟団体・協力団体独自のガイダンス・ガイドラインを定めている 9団体

国や日本陸連のガイダンスをもとに加盟団体・協力団体独自のガイダンス・ガイドラインを定めている、競技会ごとのガイダンス・
ガイドライン（大会要項の注意事項や競技注意事項含む）を定めている、日本陸連が定めるガイダンスをそのまま適用している

24団体

国や日本陸連のガイダンスをもとに加盟団体・協力団体独自のガイダンス・ガイドラインを定めている、競技会ごとのガイダンス・
ガイドライン（大会要項の注意事項や競技注意事項含む）を定めている、日本陸連が定めるガイダンスをそのまま適用している、
都道府県が定めるガイドライン及び陸上競技場管理側の定めるガイドラインも適用

3団体

競技会ごとのガイダンス・ガイドライン（大会要項の注意事項や競技注意事項含む）を定めている 1団体

競技会ごとのガイダンス・ガイドライン（大会要項の注意事項や競技注意事項含む）を定めている、日本陸連が定めるガイダンスを
そのまま適用している

4団体

日本陸連が定めるガイダンスをそのまま適用している 0団体
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